
(57)【要約】

【課題】　通信結果の使われ方ではなく、通信で取得す

べき情報の種類によってキャッシュを行うかどうかを決

めることで、機器の状態との乖離を回避しながらキャッ

シュ情報を活用したプリントシステムを提供する。

【解決手段】　コンピュータ１と、プリンタドライバ１

４やそのほかのユーティリティと双方向通信を行うプリ

ンタ２とからなるプリントシステムにおいて、機器情報

取得用の問い合わせコマンドが送信できない場合、直前

の通信結果を使用して処理することで擬似的に通信を確

立させる機能を有し、さらに、その直前の通信結果をキ

ャッシュ値とし、キャッシュを使用するかどうかを情報

のカテゴリごとに切り替える機能を有する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ と 、 プ リ ン タ ド ラ イ バ 及 び 他 の ユ ー テ ィ リ テ ィ と 双 方 向 通 信 を 行 う プ リ ン
タ と か ら な る プ リ ン ト シ ス テ ム に お い て 、 機 器 情 報 取 得 用 の 問 い 合 わ せ コ マ ン ド が 送 信 で
き な い 場 合 、 直 前 の 通 信 結 果 を 使 用 し て 処 理 す る こ と で 擬 似 的 に 通 信 を 確 立 さ せ る 擬 似 通
信 手 段 と 、 前 記 直 前 の 通 信 結 果 を キ ャ ッ シ ュ 値 と し 、 キ ャ ッ シ ュ を 使 用 す る か 否 か を 情 報
の カ テ ゴ リ ご と に 切 り 替 え る カ テ ゴ リ 切 替 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の プ リ ン ト シ ス テ ム に お い て 、 カ テ ゴ リ 毎 の キ ャ ッ シ ュ 制 御 を 行 う こ と を
特 徴 と す る プ リ ン ト シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ロ ー カ ル 接 続 （ Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ２ ８ ４ 、 Ｕ Ｓ Ｂ な ど ） に よ る プ リ ン ト シ ス テ ム に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 プ リ ン タ が 単 機 能 で は な く 、 ス テ ー プ ル や 両 面 印 刷 、 電 子 ソ ー ト な ど の 多 彩 な 機 能 を 有
す る よ う に な っ て き た 昨 今 に お い て は 、 プ リ ン タ ド ラ イ バ が 機 器 の オ プ シ ョ ン 構 成 、 す な
わ ち フ ィ ニ ッ シ ャ ー や 両 面 ユ ニ ッ ト 、 増 設 ハ ー ド デ ィ ス ク な ど の 装 着 を 確 実 に 把 握 し て い
る 必 要 が あ る 。 こ れ を ユ ー ザ に 確 実 に 設 定 さ せ る こ と は 難 し い た め 、 プ リ ン タ ド ラ イ バ は
機 器 と 通 信 し て 機 器 構 成 情 報 を 取 得 す る 双 方 向 通 信 機 能 を 有 す る こ と が 多 い 。 コ ン ピ ュ ー
タ と プ リ ン タ が 双 方 向 通 信 手 段 で 接 続 さ れ た プ リ ン ト シ ス テ ム に 関 連 し て 、 例 え ば 、 特 許
文 献 １ ～ ３ が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ０ ４ １ ７ 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ １ ５ ２ ９ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ９ １ ７ ４ ５ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 双 方 向 通 信 の 方 式 は い ろ い ろ と 存 在 す る が 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ２ ８ ４ （ パ ラ レ ル イ ン タ フ ェ ー
ス ） や Ｕ Ｓ Ｂ な ど の 直 結 型 イ ン タ フ ェ ー ス で は 、 印 刷 デ ー タ と 同 じ 経 路 を 使 用 し て 問 い 合
わ せ コ マ ン ド を 送 信 し 、 結 果 を 受 信 す る と い う 方 式 が 多 い 。 こ の 場 合 、 印 刷 デ ー タ と 同 じ
経 路 で あ る た め 、 そ の 経 路 が 使 用 で き な い 場 合 、 た と え ば プ リ ン タ が エ ラ ー で あ っ た り 、
印 刷 中 で デ ー タ が 流 れ て い た り す る 場 合 に は 双 方 向 通 信 は で き な い 。 し か し ユ ー ザ の 視 点
か ら 見 る と 、 プ リ ン タ の 状 態 に よ っ て 双 方 向 通 信 が 成 功 し た り し な か っ た り す る の は 分 か
り に く い 。
　 ま た 、 双 方 向 通 信 の 重 要 性 は 上 記 に 述 べ た と お り で あ る が 、 コ ン ピ ュ ー タ と プ リ ン タ 間
の 通 信 処 理 は コ ン ピ ュ ー タ 内 で の 処 理 に 比 べ 時 間 が か か る の が 普 通 で あ る 。 一 方 で 双 方 向
通 信 処 理 は プ リ ン タ ド ラ イ バ の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス 表 示 処 理 内 で 行 う た め 、 処 理 時 間 は
そ の ま ま ユ ー ザ に と っ て の 使 い 勝 手 に 直 結 す る 。
　 本 発 明 は 、 通 信 結 果 の 使 わ れ 方 で は な く 、 通 信 で 取 得 す べ き 情 報 の 種 類 に よ っ て キ ャ ッ
シ ュ を 行 う か ど う か を 決 め る こ と で 、 機 器 の 状 態 と の 乖 離 を 回 避 し な が ら キ ャ ッ シ ュ 情 報
を 活 用 し た プ リ ン ト シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 コ ン ピ ュ ー タ と 、 プ リ ン タ ド ラ イ
バ 及 び 他 の ユ ー テ ィ リ テ ィ と 双 方 向 通 信 を 行 う プ リ ン タ と か ら な る プ リ ン ト シ ス テ ム に お
い て 、 機 器 情 報 取 得 用 の 問 い 合 わ せ コ マ ン ド が 送 信 で き な い 場 合 、 直 前 の 通 信 結 果 を 使 用
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し て 処 理 す る こ と で 擬 似 的 に 通 信 を 確 立 さ せ る 擬 似 通 信 手 段 と 、 前 記 直 前 の 通 信 結 果 を キ
ャ ッ シ ュ 値 と し 、 キ ャ ッ シ ュ を 使 用 す る か 否 か を 情 報 の カ テ ゴ リ ご と に 切 り 替 え る カ テ ゴ
リ 切 替 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の プ リ ン ト シ ス テ ム に お い て 、 カ テ ゴ リ 毎 の キ ャ
ッ シ ュ 制 御 を 行 う プ リ ン ト シ ス テ ム を 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 コ ン ピ ュ ー タ と 、 プ リ ン タ ド ラ イ バ や そ の ほ か の ユ ー テ ィ リ テ ィ と 双
方 向 通 信 を 行 う プ リ ン タ と か ら な る プ リ ン ト シ ス テ ム に お い て 、 機 器 情 報 取 得 用 の 問 い 合
わ せ コ マ ン ド が 送 信 で き な い 場 合 、 直 前 の 通 信 結 果 を 使 用 し て 処 理 す る こ と で 擬 似 的 に 通
信 を 確 立 さ せ る 機 能 を 有 し 、 さ ら に 、 そ の 直 前 の 通 信 結 果 を キ ャ ッ シ ュ 値 と し 、 キ ャ ッ シ
ュ を 使 用 す る か ど う か を 情 報 の カ テ ゴ リ ご と に 切 り 替 え る 機 能 を 有 す る こ と で 、 機 器 の 状
態 と の 乖 離 を 回 避 し な が ら キ ャ ッ シ ュ 情 報 を 活 用 し た プ リ ン ト シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 本 プ リ ン ト シ ス テ
ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ １ と プ リ ン タ ２ が 、 ロ ー カ ル イ ン タ フ ェ ー ス ３ （ 例 と し て は Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ
１ ２ ８ ４ （ パ ラ レ ル イ ン タ フ ェ ー ス ） 、 Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ フ ェ ー ス な ど ） で 接 続 さ れ る こ と で
構 成 さ れ て い る 。
　 コ ン ピ ュ ー タ １ で は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト １ １ 、 プ リ ン タ 状 態 表 示 モ ニ タ １ ２ が 、
公 知 の オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム １ ３ の 上 で 動 作 す る 。 プ リ ン タ ド ラ イ バ １ ４ は 、 オ ペ レ
ー テ ィ ン グ シ ス テ ム １ ３ の 一 コ ン ポ ー ネ ン ト と し て 動 作 す る 。
　 ま た 、 プ リ ン タ ド ラ イ バ １ ４ は 、 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ５ を 使 用 し て 機 器 と 通 信 す る こ と が
で き る 。 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ５ は プ リ ン タ ド ラ イ バ １ ４ だ け で な く 、 他 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン
、 た と え ば プ リ ン タ 状 態 表 示 モ ニ タ １ ２ な ど か ら も 呼 ば れ る こ と が で き る 。
　 ロ ー カ ル イ ン タ フ ェ ー ス ３ は 、 コ ン ピ ュ ー タ １ か ら の デ ー タ を 書 込 む 書 込 み 経 路 ３ １ と
、 機 器 か ら の デ ー タ を 受 け 取 る た め の 読 込 み 経 路 ３ ２ 、 そ し て 制 御 用 経 路 ３ ３ （ Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ
１ ２ ８ ４ の 場 合 、 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ 　 Ｉ Ｄ 要 求 と そ の 応 答 な ど ） を 持 つ 。
　 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ５ は 、 機 器 構 成 な ど の 情 報 を 取 得 す る た め 、 ロ ー カ ル イ ン タ フ ェ ー ス
３ の 書 込 み 経 路 ３ １ を 経 由 し て 機 器 構 成 を 問 い 合 わ せ る た め の コ マ ン ド を 送 信 し 、 読 込 み
経 路 ３ ２ か ら 結 果 を 受 信 す る 。 一 部 の 情 報 は 制 御 用 経 路 ３ ３ か ら 得 ら れ る 。 通 信 モ ジ ュ ー
ル １ ５ は 、 受 信 結 果 を 処 理 し て 機 器 構 成 を 得 る こ と が で き る 。
　 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ５ は 、 こ の よ う に し て 得 ら れ た 機 器 構 成 を プ リ ン タ 情 報 デ ー タ １ ６ と
し て 保 存 す る 。 保 存 形 式 は 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ５ の 起 動 ・ 終 了 と は 独 立 し て 永 続 性 が あ る も
の が 望 ま し い 。 フ ァ イ ル 、 レ ジ ス ト リ （ Ｍ ｉ ｃ ｒ ｏ ｓ ｏ ｆ ｔ 社 の Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ （ 登 録 商
標 ） Ｏ Ｓ が 提 供 し て い る デ ー タ 保 管 手 順 ） な ど が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の プ リ ン ト シ ス テ ム に お け る 基 本 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 通
信 処 理 が 開 始 さ れ る と 、 プ リ ン タ 情 報 の 鮮 度 が 必 要 か を 判 断 す る （ Ｓ １ ） 。 必 要 で あ れ ば
直 前 の 成 功 時 の プ リ ン タ 情 報 （ １ ） が 有 る か 否 か を チ ェ ッ ク し （ Ｓ ２ ） 、 あ る 場 合 は 情 報
（ １ ） を 通 信 結 果 と し て キ ャ ッ シ ュ 値 を 利 用 し て も よ い 情 報 か 否 か を 判 断 し て （ Ｓ ４ ） 、
キ ャ ッ シ ュ で も 有 用 で あ れ ば 通 信 成 功 と す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ で キ ャ ッ シ ュ で は 意 味 が な け
れ ば 通 信 を 失 敗 と す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ で 鮮 度 が 必 要 で あ れ ば 機 器 は 現 在 機 器 構 成 情 報 の 問
い 合 わ せ が 可 能 か を 判 断 し （ Ｓ ５ ） 不 可 能 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ ２ に 進 み 、 可 能 で あ れ ば プ
リ ン タ と 通 信 し て 情 報 を 取 得 し （ Ｓ ６ ） 、 通 信 が 成 功 し た 場 合 （ Ｓ ７ で は い の 場 合 ） 通 信
結 果 を プ リ ン タ 情 報 （ １ ） と し て 保 存 す る （ Ｓ ８ ） 。
　 プ リ ン タ ２ か ら 取 得 す べ き 情 報 の 鮮 度 が 必 要 か ど う か （ 判 断 Ａ ） で 処 理 が 分 か れ る 。 情
報 の 鮮 度 が 不 要 で あ る 場 合 は 、 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ５ は プ リ ン タ 情 報 デ ー タ １ ６ を 読 込 み 、
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そ の 値 を 通 信 の 結 果 と し て 返 す 。
　 情 報 の 鮮 度 の 要 否 に つ い て は 情 報 の 使 わ れ 方 に よ る 。 た と え ば プ リ ン タ 状 態 表 示 モ ニ タ
１ ２ が プ リ ン タ の 機 器 構 成 、 す な わ ち 装 着 オ プ シ ョ ン な ど を ビ ッ ト マ ッ プ 表 示 す る 場 合 に
は 、 機 器 構 成 は 表 示 だ け の 問 題 で あ る た め 、 必 ず し も 最 新 で あ る 必 要 で は な い 。 し か し 、
プ リ ン タ ド ラ イ バ １ ４ に つ い て は 機 器 構 成 を 制 御 、 た と え ば 両 面 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ て い
る 場 合 の み 両 面 機 能 を 有 効 に す る な ど と い っ た 処 理 に 使 用 す る た め 、 情 報 の 鮮 度 を 必 要 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 プ リ ン タ ２ の 情 報 を 取 得 す る 必 要 が あ る 場 合 、 実 際 に 必 要 な 情 報 が 取 得 可 能 な 状 態 で あ
る か ど う か を チ ェ ッ ク す る 。 具 体 的 に は 、 ロ ー カ ル イ ン タ フ ェ ー ス ３ の 書 込 み 経 路 ３ ２ に
、 機 器 情 報 の 問 い 合 わ せ コ マ ン ド を 書 込 む こ と が で き る 状 態 か ど う か を チ ェ ッ ク す る 。
　 こ の 方 法 と し て 、 実 際 に 書 込 ん で み て エ ラ ー を チ ェ ッ ク す る 方 法 、 機 器 の ス テ ー タ ス を
チ ェ ッ ク し て 判 断 す る 方 法 が あ る が 、 書 込 ん で み て エ ラ ー を チ ェ ッ ク す る 方 法 だ と 、 オ ペ
レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム １ １ の 実 装 に よ っ て は タ イ ム ア ウ ト ま で 時 間 が か か っ た り 、 後 の 印
刷 処 理 を 含 む 通 信 に 影 響 を 及 ぼ し た り す る こ と が あ る た め 、 機 器 の ス テ ー タ ス を チ ェ ッ ク
す る 方 法 の 方 が 適 切 で あ る 。
　 書 込 み 経 路 ３ ２ が 有 効 か ど う か の チ ェ ッ ク 方 法 と し て は 、 プ リ ン タ ２ の 実 装 に よ る が 、
制 御 用 経 路 ３ ３ 経 由 で 返 す よ う に す る 、 あ る い は 、 た と え ば 制 御 用 経 路 ３ ３ の 直 後 の 読 込
み 経 路 ３ １ に 読 込 み 要 求 を か け た と き に 返 す よ う に す る 、 な ど の 方 法 が あ る 。
　 情 報 が 取 得 可 能 で あ る 場 合 は 、 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ５ は プ リ ン タ ２ か ら 情 報 を 取 得 し 、 そ
の 結 果 を プ リ ン タ 情 報 デ ー タ １ ６ に 保 存 す る 。 情 報 取 得 が 不 可 能 な 場 合 は 、 通 信 モ ジ ュ ー
ル １ ５ は プ リ ン タ 情 報 デ ー タ １ ６ の 内 容 を 通 信 結 果 と し て 返 す 。 た だ し 、 キ ャ ッ シ ュ し た
値 を 有 効 な も の と し て 扱 わ な い 場 合 も あ る （ 判 断 Ｂ ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 要 旨 は 、 上 記 処 理 、 と く に 図 ２ の 「 判 断 Ａ 」 「 判 断 Ｂ 」 を 、 情 報 の カ テ ゴ リ ご
と に 使 い 分 け る こ と が で き る 、 と い う も の で あ る 。 請 求 項 １ は 判 断 Ｂ を 、 請 求 項 ２ は 判 断
Ａ を 、 そ れ ぞ れ カ テ ゴ リ ご と に 使 い 分 け る と い う 発 明 に な る 。 図 ３ は 、 情 報 カ テ ゴ リ に よ
る 判 断 の 例 で あ る 。
　 請 求 項 １ の 例 と し て 、 プ リ ン タ ２ の ス テ ー タ ス 、 す な わ ち 待 機 状 態 、 カ バ ー オ ー プ ン 、
紙 詰 ま り な ど は キ ャ ッ シ ュ 値 を 取 っ て も 意 味 が な い た め 、 判 断 Ｂ は 「 キ ャ ッ シ ュ で は 意 味
な し 」 と な る 。 一 方 、 プ リ ン タ ２ の 機 器 構 成 は そ れ ほ ど 頻 繁 に 変 動 す る も の で は な い た め
、 「 キ ャ ッ シ ュ で も 有 用 」 と な る 。
　 請 求 項 ２ の 例 と し て 、 プ リ ン タ ２ の 機 器 構 成 は 、 頻 繁 に 変 動 し な い と は い え 取 得 で き る
の で あ れ ば 取 得 し た 方 が よ い 。 す な わ ち 判 断 Ａ は 「 鮮 度 は 必 要 」 で あ る 。 一 方 で 、 一 度 取
得 し た 後 は 変 わ ら な い 永 続 性 の あ る 情 報 、 た と え ば プ リ ン タ ２ の シ リ ア ル 番 号 な ど に つ い
て は 「 鮮 度 は 不 要 」 で あ る 。
　 も ち ろ ん 判 断 Ｂ は 、 情 報 カ テ ゴ リ だ け で は な く 情 報 の 応 用 、 す な わ ち プ リ ン タ ド ラ イ バ
１ ４ で 使 用 さ れ る か 、 プ リ ン タ 状 態 表 示 モ ニ タ １ ２ で 使 用 さ れ る か 、 で も 変 わ り う る 。
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 図 ２ の 判 断 Ｂ を 情 報 カ テ ゴ リ ご と に 持 つ こ と が で き る の で 、 鮮
度 が 必 要 な 情 報 が そ の と き に 取 れ な い と き に は 、 通 信 失 敗 を 利 用 者 に 通 知 し 、 鮮 度 が 不 要
な 情 報 に つ い て は キ ャ ッ シ ュ を 有 効 に 活 用 し て プ リ ン タ ２ の 状 態 を 隠 蔽 す る 、 な ど と い っ
た こ と が で き る よ う に な る 。
　 ま た 、 図 ２ の 判 断 Ａ を 情 報 カ テ ゴ リ ご と に 持 つ こ と が で き る の で 、 永 続 性 の あ る 情 報 に
つ い て は 毎 回 通 信 を 行 う こ と な く 、 一 度 き り の 通 信 と す る こ と で 、 通 信 コ ス ト を 削 減 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト シ ス テ ム の 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の プ リ ン ト シ ス テ ム に お け る 基 本 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ３ 】 情 報 カ テ ゴ リ に よ る 判 断 の 例 を 示 す 図 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
１ 　 コ ン ピ ュ ー タ 、 ２ 　 プ リ ン タ 、 ３ 　 ロ ー カ ル イ ン タ フ ェ ー ス 、 １ １ 　 ア プ リ ケ ー シ ョ
ン ソ フ ト 、 １ ２ 　 プ リ ン タ 状 態 表 示 モ ニ タ 、 １ ３ 　 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 、 １ ４ 　 プ
リ ン タ ド ラ イ バ 、 １ ５ 　 通 信 モ ジ ュ ー ル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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